
























研究目的 

流産の調査において,正確な流産率を求めることは困難で,これまで流産率に関しては多く

の報告があるが,正確な流産率を求めているとは言えない。これは多くの報告が流産率を

「流産数/分娩数+流産数」で求めているためである。通常は retrospective に対象期間の

流産台帳,分娩台帳からの数字で求めることが多く,これは妊娠の全容をつかんでいるとは

言えない。可能な限り全ての妊娠の帰結を把握することにより正確な流産率が求められる

が,調査した妊娠の週数が大きいものはその時点ですでに流産症例が省かれており,流産率

は低く出るものと思われる。またこの調査班では習慣性流産における免疫療法の確立に関

する調査を行なっているが,この治療法の効果判定の際の対照となる症例の流産率に関し

ても正確な数字は出ていない。 

そこで,妊娠の初期で施設を受診した症例に限り,その症例の妊娠の帰結を調査することに

より比較的妊娠初期での無作為に選ばれた妊娠症例を母集団として妊娠率が得られるもの

と思われる。また,その症例の出し方も妊娠の初診時の外来カルテより選ぶことにより,あ

る程度 prospective な調査ができ,より正確な流産率が得られる。 

免疫療法の対照となる連続流産症例の流産率については,各施設での免疫療法症例を除い

て連続流産症例を調査した。 


